
 

社会福祉法人みちのく白寿会 

2025（令和 7）年度事業報告 

 

１．理事会及び評議員会等の開催状況 

（１）理事会 

開催年月日 
出席者数 

決議事項／報告事項 
理事 監事 

令和 7年 5 月 29 日 6 2 ＜決議事項＞ 
①2024(令和 6)年度事業報告及び附属明細の承認につい
て 
②2024(令和 6)年度計算書類及び附属明細書並びに財産
目録の承認について 

③2024(令和 6)年度監査報告について 
④役員(理事・監事)の候補者について 
⑤定時評議員会の開催予定日時、場所、議案決定について 
＜報告事項＞ 
①利益相反取引の報告について 
②福祉サービス苦情解決第三者委員会開催報告について 

令和 7年 6 月 17 日 6 2 ＜決議事項＞ 
①理事長の選定について 
②評議員の候補者について 
③評議員選任・解任委員の選任について 
④評議員選任・解任委員会の開催について 

令和 7年 11 月 7 日 
 
 

6 1 ＜決議事項＞ 
①令和 7(2025)年度収入支出補正予算(案)について 
②みちのく青海荘 1階暖房用配管改修工事について 
③｢コンプライアンス規程｣の制定について 
④評議員会の開催予定日時、場所、議案決定について 
＜報告事項＞ 
①令和 7(2025)年度中間報告について 

令和 8年 3 月 19 日 
 
 

6 2 ＜決議事項＞ 
①2025(令和 7)年度収入支出補正予算の承認について 
②2026(令和 8)年度事業計画の承認について 
③2026(令和 8)年度収入支出予算の承認について 
④利益相反取引の承認について 
⑤評議員会へ提案する議案について 
＜報告事項＞ 
①田中理事の辞任について 

 

（２）評議員会 

開催日 
出席者数 

決議事項／報告事項 
評議員 理事 監事 

令和 7年 6 月 17 日 6 1 2 ＜決議事項＞ 
①2024(令和 6)年度計算書類及び附属明細書並び
に財産目録の承認について 

②2024(令和 6)年度監査報告について 
③次期役員(理事・監事)の選任について 
＜報告事項＞ 
①2024(令和 6)年度事業報告について 
②利益相反取引の報告について 
③福祉サービス苦情解決第三者委員会開催報告
について 



 

令和7年11月19日 

 

5 1 2 ＜決議事項＞ 

①2025(令和 7)年度収入支出補正予算の承認につ

いて 

②みちのく青海荘1階暖房用配管改修工事の承認

について 

＜報告事項＞ 

①2025(令和 7)年中間報告について 

②｢コンプライアンス規程｣の制定について 

令和 8年 3 月 30 日 

 

6 1 2 ＜決議事項＞ 

①2025(令和 7)年度収入支出補正予算の承認につ

いて 

②2026(令和 8)年度事業計画の承認について 

③2026(令和 8)年度収入支出予算の承認について 

＜報告事項＞ 

①利益相反取引について 

②田中理事の辞任について 

 

（３）評議員選任・解任委員会 

開催日 
出席者数 

決議議案 
外部委員 監事 理事 事務局 

令和 7年 6 月 18 日 1 1 1 1 ①評議員の選任について 

 

（４）社会福祉サービス苦情解決第三者委員会の開催 

開催日/場所 令和 8年 2月 20 日(金)／みちのく青海荘 3F会議室 

参 加 者 第三者委員：秋田委員、松谷委員、池田委員 

白 寿 会：大村理事長、三上施設長、三上事務長、工藤事務長、 

      工藤相談室課長、木立介護課長、長尾有料老人ホーム管理者 

受 付 内 容 〇入所者の長男より・・・母親が施設（青海荘）内で転倒して骨折し入院し

たが、その後肺炎にて死亡。転倒した経緯、搬送先病院を選択した理由等

への苦情。 

〇入所者より・・・職員の声掛けについての苦情。（心理的虐待の疑いあり、 

 事実関係を確認し、市役所へ報告） 

〇入所者より・・・勝手におやつを処分された事への苦情。 

〇入所者の長女より・・・夜のおむつ交換の時に声掛けをしないでする職員

がいるので、声掛けをしてから対応して欲しい。 

 

２．法人全体の 2025（令和 7）年度の収支状況について             (単位：円) 

 当初予算 補正後予算 実績 差異 

収入総額 640,002,714 621,808,106 625,719,047 3,910,941 

支出総額 639,088,492 652,375,100 646,071,313 ▲6,303787 

当期資金

収支差額 
914,222 ▲30,566,994 ▲20,352,266 10,214,728 

 

 

 



 

３．法人の 2025(令和 7)年 3月 31 日現在の借入金 

借 入 先  株式会社 青森みちのく銀行 

借入年月日  2013 年 10 月 10 日 

最終返済期日  2043 年 10 月 10 日 

当初借入金額  350,000 千円 

借入金残高  147,685 千円 

返済方法  元金返済据置 利息 1ヶ月毎前払い 元金 1,622 千円 

 

４．補助金事業等の収益について                     （単位：円） 

交 付 の 目 的 区 分 交 付 金 額 

(青森県)医療・福祉施設等物価高高騰対策支援金 

介護事業 

1,247,000 

(青森県)介護人材確保・職場環境改善等事業費補助金 1,711,254 

(青森県)介護ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ定着支援事業補助金 476,000 

(青森県)医療・福祉施設等物価高高騰対策支援金 623,500 

(青森市)賃上げ・物価高騰対策応援金 100,000 

(青森市)子ども食堂等物価高騰対策支援金 50,000 

区 分 小 計 4,207,754 

(青森県) 医療・福祉施設等物価高高騰対策支援金 
老人事業 

108,000 

(青森県) 医療・福祉施設等物価高高騰対策支援金 91,200 

区 分 小 計 199,200 

(青森県)介護ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ定着支援事業補助金(介護ﾛﾎﾞｯﾄ) 施  設 688,000 

区 分 小 計 688,000 

合  計 5,094,954 

 

５．熱中症対策マニュアルの制定 

  熱中症の早期発見、重篤化防止のため、労働安全衛生規則が改正され、令和 7 年 6 月 1 日に

施行された。この改正により、熱中症を生ずるおそれのある作業を行うときは、「報告体制の整

備」、「手順等の作成」、「関係者への周知」が義務付けられ、「熱中症対策マニュアル」を厚生労

働省のリーフレットを参考に、以下の項目に沿って制定した。 

（１）熱中症対策の対処となる現場 

（２）熱中症対策の担当者 

（３）熱中症予防対策 

（４）早期発見のための体制 

（５）熱中症の対応手順・・・フロー表の作成 

 

６．職員の健康管理について 

（１）健康診断（年 2回：4～6月全職員、11 月夜勤業務に携わる職員） 

（２）ストレスチェックの実施（4～6月全職員） 

（３）インフルエンザ予防接種（11 月全職員、福利厚生の一環として対応） 

（４）帯状疱疹予防ワクチン接種（該当する年齢で希望する職員、福利厚生の一環として対応） 

 



 

７．2025(令和 7)年度の職員(正職員、嘱託、パート)の採用、離職状況について 

 正職員 嘱託 パート 計 

採用者数 
(  )は前年度 

6 
（ 12 ） 

0 
（ 0 ） 

4 
（ 2 ） 

10 
( 14 ) 

     

退職者数 
(  )は前年度 

6 
（ 7 ） 

1 
（ 1 ） 

2 
（ 1 ） 

9 
( 9 ) 

 

８．法人の職員体制（令和 7年 3月 31 日） 

 正職員(嘱託含) パート職員 合 計 
備 考 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 

理事長 1  1    1  1  

施設長(医師) 1  1    1  1  

薬剤師     1 1  1 1  

看護職 1 10 11  3 3 1 13 14  

介護職 10 33 43  1 1 10 34 44 介護福祉士 38名、1名ｹｱﾏﾈ兼務 

入浴介助員     3 3  3 3 介護福祉士 2名 

支援相談員 2 2 4    2 2 4 ｹｱﾏﾈ兼務 

介護支援専門員 (3) (2) (5)    (3) (2) (5) 4 名相談員兼務、1名介護職員兼務 

理学療法士  1 1     1 1  

作業療法士 2 1 3  1 1 2 2 4  

管理栄養士  2 2     2 2  

事務職 4 3 7    4 3 7 1 名事務長、1名事務次長 

庶務職 2  2    2  2  

包括支援ｾﾝﾀｰ 2 4 6    2 4 6 主任介護支援専門員 2 保保健師 2 保社会福祉士 2 

施設ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ    1 1 2 1 1 2 障がい者雇用 2名 

居宅介護支援ｾﾝﾀｰ 1 4 5    1 4 5 (主任)介護支援専門員 5 

訪問介護員  4 4  2 2  6 6 介護福祉士 6 

調理員 1  1  2 2 1 2 3  

計 27 64 91 1 14 15 28 78 106 常勤換算 100.27 

 



令和 7年度 みちのく青海荘事業報告書 

 

介護老人保健施設みちのく青海荘では、施設サービス計画に基づき、当施設において、看護、

医学的管理の下における介護及び機能訓練その他必要な医療並びに日常生活の支援を行うことに

より、入所者がその有する能力に応じ、自立した日常生活を営むことができるよう支援するとと

もに、居宅における生活への復帰を目指して支援を行ってまいりました。 

また、明るく家庭的な雰囲気のもと入所者の意志及び人格を尊重し、地域や家庭との結びつき

を重視した運営を行ってまいりました。 

 

１．職員の配置状況について（ みなし事業の通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ含む）        令和 8年 3月 31 日 

 正職員(嘱託含) パート職員 合 計 
備 考 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 

施設長(医師) 1  1    1  1  

薬剤師     1 1  1 1  

看護職 1 10 11  2 2   12  

介護職 9 25 34  1 1 9 26 35 介護福祉士 28名、1名ｹｱﾏﾈ兼務 

入浴介助員     3 3  3 3 介護福祉士 2名 

支援相談員 2 2 4    2 2 4 ｹｱﾏﾈ兼務 

介護支援専門員 (3) (2) (5)    (3) (2) (5) 4 名相談員兼務、1名介護職員兼務 

理学療法士  1 1     1 1  

作業療法士 2 1 3  1 1 2 2 4  

管理栄養士  1 1     1 1  

事務職 4 2 6    4 2 6 1 名事務長、1名事務次長 

庶務職 2  2    2  2  

施設ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ    1 1 2 1 1 2 障がい者雇用 2名 

計 21 42 63 1 9 10 22 51 73  

 

２．みちのく青海荘入所者及び通所リハビリテーション利用者の利用状況について 

（１）みちのく青海荘の入所状況（（員員 100 名）                     （（人） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均 

92.5 93.1 94.2 94.1 96.9 97.0 97.7 94.4 91.1 95.8 96.7 98.7 95.2 

  ※令和 8年 3月においては、満床 100 人が 5日間続いた。 

（２）通所リハビリテーション利用者(1日の員員30名)                 （（人） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均 

13.2 12.5 12.3 12.6 11.1 12.3 11.5 12.0 11.5 10.0 10.3 10.8 11.7 

（３）令和8年3月31日における年齢別による入所者内訳                （（人） 

年齢別 ～69歳 70～74 75～90 80～85 85～89 90～ 計 

人 数 1 2 7 6 31 51 98 

内訳 
男 1 1 2 2 10 8 24 

女 0 1 5 4 21 43 74 



（４）令和 8年 3月 31 日における要介護度別による入所者内訳     （（ (人) 

要介護度 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

人 数 5 28 25 28 12 98 

内訳 
男 0 7 5 6 6 24 

女 5 21 20 22 6 74 

 

３．介護について 

 ・感染症対策のための予防策徹底のもと、感染症対策委員会が中心となり研修の実施や訓練も

行われた。 

 ・ノーリフティングケアについては、標準的介護として員着してきている。新たな立ち上がり

補助器も導入され、身体状況に応じた安全な対応ができている。併せて、技術習得のための

研修の実施も行われている。 

 ・入所者の気分転換や癒しを図るため、ケアマネージャーが中心となりアロマオイルや保湿ク

リーム等を使用し、ハンドケア（爪切り、手のマッサージ、ネイル等）やフットケア（足浴、

保湿）を実施した。 

 

４．看護について 

 ・日々の健康管理を介護と連携し、変化時の早期対応に繋げた。また、状態低下がみられる方

に対しては適時家族へ状態説明を行い、多職種と連携し家族の意向に沿った看護（可能な範

囲での施設での対応や栄養摂取方法の切り替えなど）ができた。 

 ・施設長（医師）の指示の下、適切な終末期ケアに繋げ、14名の看取りを行った。 

 ・施設長（医師）の指示の下、感染防止委員会と連携した感染症対策を行い、施設内でのまん

延を防ぐことができた。 

 ・褥瘡対策としては、褥瘡防止委員会が中心となり、エアマット等を使用するなどして、早期

治療、適切ケアを行った。 

 

５．栄養管理について 

 ・給食は外部委託になっているが、毎月開催される給食委員会には委託先も交え、施設から問

題点や要望を提案し改善を行った。また、「季節感」「行事」等が食事にも反映できるよう献

立への配慮も行った。 

 

６．行事の実施状況について 

  今年も、昨年好評だった「青森ねぶた」最終日の花火大会の模様を、感染症対策を行いなが

ら、青海荘 3階の機能訓練室から職員も一緒に夜空に咲く大輪の花を観賞した。 

 ≪主要行事実施状況≫ 

月別 行  事 場 所 参加人員 

4 月 ・笑顔満開、桜満開 青海荘さくらめぐり 

 ～花見ﾄﾞﾗｲﾌﾞを兼ねてﾌｧｽﾄﾌｰﾄﾞ店での飲食～ 

月見野 

ﾓｽﾊﾞｰｶﾞｰ 
9 

5 月 ・春の大宴会 ～歌を歌って、身体を動かしてﾘﾌﾚｯｼｭ!! 1・2階食堂 40 

・楽器を使ったﾐﾆｺﾝｻｰﾄ ～慰問による～ 2 階食堂 67 



6 月 ・外出行事 ～ちょっとそこまでお買い物～ ﾂﾙﾊﾄﾞﾗｯｸﾞ 13 

7 月 ・ランチドライブ 
 ～美味しいものを食べ気分転換～ 

ゆで太郎篠田店 8 

・青海荘まつり 
 ～縁日に参加し、夏を楽しもう！！～ 
  ｱｲｽ､千本くじ､輪投げ､魚釣り､ﾖｰﾖｰ､玉入れｹﾞｰﾑ 

3 階訓練室・ 
2 階食堂 

79 

・町内ねぶた鑑賞会 正面駐車場 9 

8 月 ・青森花火大会鑑賞会 ねぶた最終日 
 ～短い夏の夜空に咲く大輪の花～ 

3 階訓練室 
ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ 

32 

・ねぶたを見に行こう！！ ねぶたの家・ﾜﾗｯｾ 4 

9 月 ・敬老会（通所リハビリテーション利用者） 
 ～白寿 1 名 卒寿 4 名 米寿 3 名～ 

1 階食堂 23 

・敬老会（青海荘入所者） 
 ～百寿 2 名 白寿 3 名 卒寿 7 名 米寿 6 名～ 

2 階食堂 61 

10 月 ・外出行事 「食べたり、お買い物したり」 ｼｰﾅ･ｼｰﾅ 4 

11 月 ・ﾊﾗﾊﾗ・ﾄﾞｷﾄﾞｷ！ 噛まれた！笑おう！長寿のﾚｸﾊﾞﾄﾙ！ 
  ｻﾒﾊﾟｯｸﾝ、番犬ｶﾞｵｶﾞｵ、氷割りｹﾞｰﾑ、ｽｰﾊﾟｰｲﾀｲﾜﾆ、 
  手作りけん玉、手作りﾊﾟｽﾞﾙ 

1・2階食堂 26 

12 月 ・クリスマスパーティー＆誕生会 
 ～クリスマス会、誕生会・・・思い出をつくろう。 

1・2階食堂 85 

1 月 ・新年会 ～新年を祝おう 
  福笑い、餡玉くじ 

1・2階食堂 45 

2 月 ・豆まき ～福は内！！ 鬼は外！～ 1・2階食堂 70 

3 月 ・春のさくらまつり ～ｹﾞｰﾑを通じて心も身体もﾘﾌﾚｯｼｭ 
  ｹﾞｰﾑ屋台…輪投げ、射的  おやつ屋台…ﾁｮｺﾊﾞﾅﾅ、

落書き煎餅 
1・2階食堂 53 

  ※入所者の誕生月に合わせて、誕生会を実施 

 

７．事故・ヒヤリハット報告について（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（ （（（（(件) 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

転倒 7 8 10 6 14 12 11 15 8 15 10 12 128 

転落 7 4 4 6 6 6 11 11 3 2 5 9 74 

ヒヤリハット 8 10 9 6 10 8 12 15 11 9 9 15 122 

外傷 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2 

異食 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 

誤薬 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2 

その他 2 0 2 0 3 0 0 1 2 5 0 1 14 

計 22 22 25 18 34 27 36 42 24 32 24 37 343 

 

８．設備の主な改修状況について 

 ・1階暖房配管の改修工事（理事会での承認済み） 9,790,000 円 

 ・トイレの修理等 （4箇所）405,100 円 

 ・ベランダ設置のセンサーライトの交換 550,000 円 

 ・2階食堂の照明の取替え（10台） 66,000 円 

 ・屋上キュービクル（受電設備）の補修工事 220,000 円 

 ・排水管の腐食等による水漏れの補修修理（3箇所） 78,000 円 

 ・洗濯機、衣類乾燥機の修理、入替（3台）206,000 円 



９．災害防止対策について 

 ・防災設備の員期点検の実施：年 2回（5月、11 月）ニッタン株式会社 

 ・電気設備の員期点検の実施：年 6回（2か月に 1回偶数月）東北電気保安協会 

 ・火災避難訓練の実施：年 2回 7 月（日勤帯）、12月（夜間を想員） 

 ・地震及び水害を想員した訓練の実施：年 1  9 月 自家発電機の作動確認 

 

１０．職員の資質向上への取組みについて 

  各種研修については、各委員会が中心となり実施した。 

 ≪施設内研修≫ 

月   日 研 修 の テ ー マ 参加人員 

6 17,24  食中毒と手指衛生について 49 

7 
8,16  口腔観察について 37 

22,28  事例をもとに考えてみよう 36 

8 

6  認知症を理解する 22 

8,18  ノーリフティングケアについて 42 

20,27  身体拘束の排除、縛らない介護について 40 

9 

4,18  スピーチロック防止について 43 

8,22  ノーリフティングケアの実践 33 

10  想像する力と創造する力 34 

24,30  褥瘡の基礎とポジショニング 17 

10 
8 想像する力と創造する力 8 

24  ノーリフティングケアの実践 7 

11 

6,10  口腔ケアのおさえどころ 28 

7,18 
 感染性胃腸炎対策について 

  「車椅子乗車中の嘔吐処理、個人防護着の着脱の仕方」 
42 

11,21  おさえておきたい!! 介護現場での接遇・マナーの基本 38 

12 

10  実際の事例をもとにした虐待防止研修 28 

17 
 こういう利用者さんには、どう対応しますか？ 

               （認知症ケアについて） 
27 

1 
14  実際の事例をもとにした虐待防止研修 17 

15  認知症ケアの対応の仕方について 7 

3 

13,27  接遇の基本と言葉づかい、声掛けの統一ルール 37 

31 
 ヒヤリハットについて考えてみよう 

 （（（（（（（（ （どこにリスクがあるか考えてみましょう） 
25 

   ※ テーマの重複を含め 33回実施した。 

   ※ 内部研修のほかにも、外部で開催される研修にも多くの職員が率先して受講した。 

 

１１．その他 

 ・未収金の入金について 

   令和 6 年度第 2 回理事会で第 2 号報告「施設利用料の分割弁済について」で報告いたしま

した件につきましては、令和 8年 3月 2日に残金 600,000 円入金となり、完済いたしました。 



 

  

 

みちのく居宅介護支援センター 

 

2025年度事業報告 

 

 2025 年度は特定事業所加算Ⅱの取り組みとして、介護支援専門員の質の向上を目的とし、圏域居宅

介護支援事業所と連携し研修会や合同事例検討会を開催しています。また事業所内においては、定期的

な勉強会や事例検討会を開催しサービスの向上に努めています。その他、地域包括支援センターが行う

地域ケア会議に参加することで、個別ケースから地域課題を捉えられる視野を持ち、介護支援専門員の

役割を理解できるよう取り組みました。 

 介護サービス計画作成者数は以下の通りであります。 

 

 

 

月 

2025 

4 月 

 

5 月 

 

6 月 

 

7 月 

 

8 月 

 

9 月 

 

10月 

 

11月 

 

12月 

2026 

1 月 

 

2 月 

 

3 月 

2025 年度 

合計 

2024 年度 

合計 
増減 

介護 

計画 

作成 

者数 

99 104 105 110 108 109 112 110 111 114 115 118 1,315 1,225 ＋90 

予防 

計画 

作成 

者数 

16 17 15 15 15 16 16 16 14 19 19 18 196 194 ＋2 

計 115 121 120 125 123 125 128 126 125 133 134 136 1,511 1,419 ＋92 

 

 

※主任介護支援専門員 4名 

 介護支援専門員   1名 



　ヘルパーステーションみちのくは、地域に暮らす高齢者が要介護状態又は要支援状態となった場合に
おいても、入浴、排泄、食事の介護その他日常生活にわたる援助を行うことにより、その利用者が可能な
限り自宅において自立した生活を営むことができるように､居宅介護支援事業所、地域包括支援センター
と連携を図り支援してまいりました。

事業内容については以下のとおりです

１．月別利用者数 （名）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 2024 増減

総合事業 15 14 15 14 13 13 14 14 14 14 13 13 166 197 △ 31

訪問介護 30 31 32 34 31 29 28 27 28 26 26 26 348 353 △ 5

合計 45 45 47 48 44 42 42 41 42 40 39 39 514 550 △ 36

２．要介護度別利用者数 （名）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 2024 増減

総合事業 15 14 15 14 13 13 14 14 14 14 13 13 166 197 △ 31

要介護１ 12 11 10 11 11 11 10 10 9 8 8 9 120 166 △ 46

要介護２ 11 11 12 12 10 8 8 8 9 9 9 9 116 96 20

要介護３ 6 8 9 10 8 8 8 8 8 7 7 6 93 67 26

要介護４ 1 1 0 0 0 1 1 1 2 2 2 2 13 17 △ 4

要介護５ 0 0 1 1 2 1 1 0 0 0 0 0 6 7 △ 1

合計 45 45 47 48 44 42 42 41 42 40 39 39 514 550 △ 36

３．サービスごと内訳 （件）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 2024 増減

独自　11 38 33 33 40 30 36 37 29 37 31 29 30 403 459 △ 56

独自　12 33 34 37 30 18 19 30 27 33 28 27 31 347 323 24

独自　13 12 14 13 13 12 13 14 12 13 13 12 13 154 191 △ 37

生活援助 178 184 165 168 143 139 138 132 132 146 126 142 1793 1935 △ 142

身体介護 212 275 313 297 263 334 332 294 293 281 294 306 3494 3221 273

身体・生活 108 115 147 137 125 117 128 115 111 102 93 104 1402 1545 △ 143

合計 581 655 708 685 591 658 679 609 619 601 581 626 7593 8012 △ 81

４．その他

・職員体制

・職員研修参加

　事業所内研修　11回　施設内研修（委員会）　7回　　法人研修　1回　　

  常勤　　 4名（介護福祉士　5名、介護職員実務者終了　0名、介護職員初任者研修　0名）

ヘルパーステーションみちのく

2025年度　事業報告

　非常勤　8名（介護福祉士　8名、介護職員実務者研修　0名、介護職員初任者研修　0名）



 

 

 

デイサービスみちのく 

2025年度 事業報告 

 

デイサービスみちのくは、利用者の心身の特徴を踏まえて、利用者が可能な限りその居宅において、その有す

る能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように支援し、さらに利用者の社会的孤立感の解消及び心身

機能の維持並びに家族の身体的・精神的負担の軽減を図るために、必要な日常生活上の世話およびおやつづくり

や外出行事、その他必要な援助を行ってまいりました。 

事業内容については以下の通りです。 

 

1）月・介護度別利用者延べ人数 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
合計 合計 増減 

(2025) (2024) （2025-2024) 

要支援 1 16 12 13 12 11 13 8 10 12 6 8 12 133 125 8 

要支援 2 17 18 19 20 20 26 30 29 37 34 33 41 324 221 103 

要介護 1 35 30 32 40 40 49 49 41 43 38 36 44 477 447 30 

要介護 2 45 46 39 29 24 22 27 23 21 21 21 22 340 494 ▲154 

要介護 3 46 57 50 68 62 69 74 59 55 47 47 41 675 506 169 

要介護 4 30 28 26 26 26 26 26 24 38 31 31 33  345 485 ▲140 

要介護 5 18 17 25 31 21 18 16 12 13 12 11 13 207 252 ▲45 

合計 
207 208 204 226 204 223 230 198 219 189 187 206 2,501 2,530 ▲29 

（2025） 

合計 
199 241 201 233 211 204 228 215 211 189 193 205 2,530   

（2024） 

増減 
8 ▲33 3 ▲7 ▲7 19 2 ▲17 8 0 ▲6 1 ▲29   

（2025-2024） 

一日平均 
9.4 9.5 9.7 9.8 9.7 10.1 10.0 9.9 10.0 9.5 9.4 9.4 9.7   

（2025） 

一日平均 
8.6 8.1 8.6 9.1 7.2 8.8 9.7 9.4 8.6 9.0 9.9 9.7 8.9  

 

（2024）  

 

 

行事内容 

 4月 お花見外出（合浦公園）8月おやつレク（かき氷）、9月敬老会、10月紅葉ドライブ（岩木山展望所） 

11月収穫祭（さつまいものおやつレク） 

 

2）その他 

・運営推進会議 9月・3月実施 

・地域貢献事業 青森子ども宅食おすそわけ便（奇数月開催）利用者の手づくり品提供 

・職員体制 管理者（介護員兼務）１名、生活相談員１名、 

看護師１名（ＡＭ勤務）介護員 2名（1月から 1名） 



 

  

 

住宅型有料老人ホームみちのく 

2025年度 事業報告 

 

住宅型有料老人ホームみちのくは入居者が可能な限りその有する能力に応じて、自立し

た生活を送れるように安全で快適な環境を整え、入居者の意思及び人格を尊重し、常に入居

者の立場に立ってサービスの提供に努めて参りました。 

事業内容については以下の通りです。 

 

1）入居者数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 月平均
22 23 24 24 24 24 24 22 24 23 22 23 23.25  

2）退居者数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 月平均
0 1 0 1 0 0 2 0 1 1 0 0 0.5  

3）有償サービス実施数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間合計

1 1 4 2 3 4 3 2 1 2 2 2 27  

4）行事 

・クリスマス会 

5）その他 

・運営懇談会・・・1回 

・職員体制・・・管理者 1名 

        生活相談員 2名 

        介護職員 6名 

        栄養士 1名 

調理員 4名 

        事務 1名 



 

 

 

青森市地域包括支援センターみちのく 

 

2025年度 事業報告 

 

 

青森市地域包括支援センターみちのくは、「総合相談支援事業」「包括的・継続的ケアマ

ネジメント支援～地域のネットワーク作り事業」「権利擁護事業」「介護予防支援及び介護

予防ケアマネジメント事業」の４事業を柱とし、認知症地域支援推進員による認知症に関

する事業、また総合事業における介護予防事業に関して地域包括ケアシステム構築の為の

活動と併せて事業を実施しました。新型コロナウイルスによる活動自粛や事業の延期が続

く中徐々に地域活動の再開を行った結果、内容は以下のとおりです。 

 

１． 「総合相談支援事業」(介護や介護予防、健康、医療、福祉、生活など様々な相談に

応じ、必要な制度の照会や関係機関につなぎ解決の為の支援をしている。) 

① 総合相談件数    692（延べ 996）件 

② 相談協力員研修会開催 2回 

③ 「包括的・継続的ケアマネジメント支援」（主治医とケアマネージャー、在宅と施設、

地域づくりなど関係機関を有機的に結びつけるようにネットワークづくりを支援し

ている。） 

① 広報誌の発行 5回 

② 相馬町の地域活動見守りネットワーク「ささえ」定例会への参加 6回 

③ 地域密着型事業所運営推進会議への参加（バンドー青森グループホーム、すかいグ

ループホーム、グループホーム港町、グループホーム桃源、小規模多機能型居宅介

護なみうち、デイサービスつつみ、デイサービスみちのく、リハビリスト倶楽部・

ハッピーホーム） その他は議事録による報告に対しての書面での返答。 

④ 地域ケア会議の開催 15回 

⑤ 心のえんがわ事業への参加（花園第二町会・虹の会・ひばりの会） 16回 

⑥ 一人暮らしの昼食会への参加 （御園会館・和の会・造道・露草・浪打）20回 

⑦ 介護支援専門員への個別支援を行った回数 4回 

⑧ 東部地区社協定例会参加。 

⑨ 生協茶屋町支部研修会 

⑩ ケアプランアドバイザー点検への参加 2回 

⑪ 居宅介護支援専門員研修会の開催 1回 

 

２． 「権利擁護事業」（権利擁護の観点から、在宅生活を営んでいる高齢者の権利を守る

ための成年後見制度の普及、活用。高齢者虐待の対応を行っている） 

① 虐待対応         4件 

② 成年後見制度申し立て支援 4件 

③ 消費者被害        1件 

④ 3圏域合同サービス事業所向け研修会の開催「高齢者の尊厳ある暮らしを考える会」



 

年 3回 

 

３． 「介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント」（新予防給付対象者、新総合事業対

象者に対して介護予防プランを作成する。また、介護予防に関する事業を行ってい

る） 

① 介護予防支援計画作成     1116件（内再委託 599件） 

② 介護予防ケアマネジメント作成 1160件（内再委託 615件） 

③ 介護予防対象者把握事業    173名 

④ 介護予防普及啓発事業     143件 

⑤ 出前講座 脳の健康チェック  19名 

 

５．「認知症関連の事業」 

① 認知症カフェ『かだるカフェ』『健康カフェ』の開催 6回 

② 認知症ケア多職種研修会の開催           1回 

③ 認知症サポーター養成講座             5回 

④ 認知症サポーターステップアップ研修会       1回 

⑤ 『ぶらっとカフェ』支援              1回 

⑥ 認知症よろず相談会                5回 

⑦ 認知症家族介護交流会               1回 

  



2025 年度 

 

 

 

 

 

 

事業報告の附属明細書 

 

 

 

2025 年度の事業報告には、社会福祉法施行規則第 2 条の 25 第 3 項に規定

する「事業報告の内容を補足する重要な事項」はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 みちのく白寿会 


